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　本県の林業経営体数は、340経営体となっ
ており、保有山林規模別では、集約化が進
み30ha以上の経営体が総数の41％を占め、
前回調査より18ポイント高くなっている。
　また、組織形態別では、法人化していな
い経営体が79％を占めている。

3～5ha
36

(10.6%)

5～10ha
62

(18.2%)

10～20ha
58

(17.1%)
20～30ha
30
(8.8%)

30～50ha
26
(7.7%)

50～100ha
37

(10.9%)

100ha以上
77

(22.6%)

岩　手宮　崎
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令3地域

9,284 17,098
2.6 4.7
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84,067
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1,907

2,580

8,991

21,754

32,560

49,701

　県の森林面積 361,253haのうち、国有林は4.7％、民有林は 95.3％です。県の森林面積の 57.3％が人工林
です。

343,057

※H29に人工林（スギ・ヒノキ）に関する林分材積表等各種資料の
　改訂を行ったため、人工林材積が大幅に変化している

令3
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100,798

20.7

383

79.3

120000

28

101,615

20.5

387

79.5

令2

121,364

17.1
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82.9

31

120,736

17.2

480

82.8

地域

1,541,616

4.48

3.49 3.50

4.41
4.82 4.49 5.09

4.03

326,904

223,360

157,015

68,673 51,861

108,819

599,474

令和3

３

121,519

17.0

487

83.0

戦後植林された森林資源が成熟している。
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プロセッサ

ハーベスタ

フォワーダ

タワーヤーダ

スイングヤーダ

フェラーバンチャ等

単位：台

機械種名 平 7 12 17 22 26 27 29 30 令1 ２

プ ロ セ ッ サ 2 15 23 31 31 37 41 46 56

ハ ー ベ ス タ 2 3 3 6 10 10 10 12 12

フ ォ ワ ー ダ 1 2 4 19 25 27 31 32 29

タ ワ ー ヤ ー ダ 4 4 4 2 5 5 7 9 8

スイングヤーダ 1 7 20 22 22 22 23 23

フェラーバンチャ等 3 3 3

54

12

29

9

25

5

計 9 25 41 78 93 101 114 125 131 134

（県林業振興課業務資料）

　低コスト林業を推進するため、高性能林業機械の導入を進めている。

高性能林業機械保有台数（令 3.3.31 現在）

131

令1

134

２

令2

（木材需給報告書、木質バイオマスエネルギー利用動向調査、
　県林業振興課業務資料）

※H28から木質バイオマス燃料材+輸出材等を
　集計に追加しました。

181
23
13

27

145

262

30 令1

252

48

34

26

144

150
61.4

すぎひのき

237

（県林業振興課業務資料）

97.1

244
87
35.7%

141

30

57

34

7 2.9

244

２

124

32

46

木質バイオマス燃料材
+輸出材等42

　近年では、合板用や木質バイオマス用など木材の用途が増え木材生産活動は、増大傾向である。令
和２年度は新型コロナの影響により素材生産量が減少した。
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白炭

黒炭

※四捨五入で整数にしている。

※四捨五入で整数にしている。

1.2

　木材による収入が減少する中、副収入源であった特用林産物の収入に占める割合が増加してきた。
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令2地域

※ひさかき以外、四捨五入して整数にしている。
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（R2林業産出額）
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（林業産出額）
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　素材価格がピークであった昭和55年から減少後、平成27年以降からは増加傾向にある。令和２年は
素材生産量が減少したことなどから前年と比較して、４億円減少している。
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